
株式会社田中屋

　システムを集合住宅や遠方を中心に導入したことで、検針に費やす時間と
労力が格段に減ったこと。今まで天候に左右されながら約４日間かかってい

た検針が１日で済むように
なったこと。開栓閉栓が手元
で行えるようになったことで
滞納者の対応が楽になった
ことなど、多くのメリットがあ
ると担当者は話す。また、管
理は同社内のパソコンで
行っているためガスの漏洩
や異常使用などは顧客から
の連絡以前に対応すること
ができ「連絡するとお客様が
気づいてないことが多く、そ
の点でも信頼を得ている」と
内山重雄社長と内山尚之部
長。また、トラブルに会社支
給の携帯端末で外出先でも
瞬時に対応可能になり、作
業面での業務のスピード
アップが飛躍的に進んだ。

社員一丸で取り組んだ申請作業
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　地域密着企業として創立
50周年を迎える株式会社田
中屋は、新型コロナウイルス
の影響を受け、検針員（現在
パート２名）の人手不足に直
面していた。その打開策とし
て、埼玉県でも推進している
ＬＰＷＡ通信システムの導入
に令和３年に着手。補助金事
業の活用も視野に入れてい
たことから、メーカーの協力
を受けながら申請作業を進
めた。「最も苦労したのは、申
請に必要な顧客リストの作
成です」と話す同社。一度出
したリスト内で空き家を外す
作業は、非常に苦労したそ
う。申請までの期間が短かっ
たこともあり、社内他部署の協力を得ながら社員全員で取り組む事業と
なった。

（埼玉県三郷市）
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　多くのメリットがある同機
器。そのため導入を検討して
いる近隣のガス事業者から、
使用感などの問い合わせが
多いと話す。難航するポイン
トなども含め「使用に関して
は多くのメリットがあります
が、特に大変な申請時に注
意が必要なポイントや資料
作成に関する事前準備など
は、導入経験のある事業者
に聞くことを強く勧めます」
と内山部長。「導入に際して
は、社内で不安の声も出た
が、事務員さんをはじめ多くの社員の協力で進められた」と内山社長は、導入
する際のポイントを話した。今後は、同装置の設置数の増加やコミュニケー
ションの少なくなった顧客との接触機会の創出、数年の間にゴールド保安認
定事業者を目指すなどの抱負を語った。
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導入時のポイント








